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新しい議会構成が決まりました�� 2P
5月臨時会で決まった主なこと�� 5P
いでたんが聞く������� 6P



こ
の
た
び
、
井
手
町
議
会
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

本
町
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
防
災
対
策
な
ど
、

多
く
の
重
要
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

議
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
活
発
な
議
論
を
重
ね
、
そ
の
内
容
を
広

く
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
議
会
の
透
明
性
を
一
層
高
め
、「
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
の
充
実
を
は
じ
め
、
情
報
公
開
や
意
見
交
換
の
機
会
を

積
極
的
に
推
進
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
福
祉
の
向
上
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
議
員

一
同
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
議
会
構
成

５
月
臨
時
会

い
で
た
ん
が
聞
く

ー　 　 ー2

議
　
長�

脇
本
尚
憲

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

新
し
い
議
会
構
成



新
し
い
議
会
構
成

５
月
臨
時
会

い
で
た
ん
が
聞
く
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井
手
町
議
会
副
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
議
長
を
補
佐
し
、
本
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
ま
た
議

会
の
活
性
化
の
た
め
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

副
議
長�

鎌
田
隆
宏

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
　
委 

員 

長

議
会
運
営
委
員
会
　
　
　
　
副
委
員
長

城
南
衛
生
管
理
組
合
　
　
　
議
会
議
員

議
長
を
補
佐
し
、町
政
発
展
の
た
め
に

�

誠
心
誠
意
取
り
組
み
ま
す
。

監
査
委
員�
奥
田
俊
夫

議
会
運
営
委
員
会
　
　
　
　
委 

員 

長

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
　
副
委
員
長

城
南
衛
生
管
理
組
合
　
　
　
議
会
議
員

託
さ
れ
た
思
い
を
力
に

�

一
人
ひ
と
り
の
声
を
町
政
へ
。

議
会
の
運
営
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

委
員
長

�

田
中
保
美

交
通
対
策
特
別
委
員
会
　
　
委 

員 

長

議
会
運
営
委
員
会
　
　
　
　
委
　
　
員

住
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

新
し
い
議
会
構
成
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成
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まちの発展のため、住民の代表として尽力します。まちの発展のため、住民の代表として尽力します。

総務文教常任委員会� 副委員長
議会広報編集委員会� 委　　員
議会活性化特別委員会�委　　員

議会運営委員会� 委　　員
産業厚生常任委員会� 委　　員
議会広報編集委員会� 委　　員

木 村 健 太

中 谷 祥 彰

加 賀 山 睦 谷 田 健 治

鶴 田 慶 祐 岩 田 幸 子

見やすく分かりやすい
広報誌作りに努めます。

身近な声を町政へ。
地域の課題解決に努めます。

ハッキリものを言い、
しっかり働きます。

産業厚生常任委員会� 委 員 長
議会広報編集委員会� 委 員 長
議会運営委員会� 委　　員

産業厚生常任委員会� 副委員長
議会広報編集委員会� 委　　員
京都地方税機構� 議会議員

交通対策特別委員会� 副委員長
産業厚生常任委員会� 委　　員
議会広報編集委員会� 委　　員

実現可能な提案と
具体的な施策を進める
ことに尽力します。

若さと行動力で、
町の未来を切り拓きます。

誠実に、迅速に、
動きます！

議会広報編集委員会� 副委員長
総務文教常任委員会� 委　　員
京都府後期高齢者医療広域連合� 議会議員

新
し
い
議
会
構
成



専
決
処
分
と
は
？

本
来
は
議
会
が
議
決

し
な
い
と
い
け
な
い
事

件
を
、
議
会
の
招
集
を

待
て
な
い
緊
急
な
場
合

な
ど
に
、
行
政
運
営
の

遅
れ
や
滞
り
を
防
ぐ
た

め
、
例
外
的
に
町
長
が

議
会
の
議
決
に
変
わ
り

意
思
決
定
を
す
る
こ
と
。

●
税
条
例
の
一
部
改
正

●�

都
市
計
画
税
条
例
の

　
一
部
改
正

●�

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

●�

令
和
７
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
９
回
）

　

補
正
総
額
は
５
９
４
０

万
３
０
０
０
円
追
加
し
、

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

65
億
７
７
０
４
万
５
０
０
０

円
で
す
。

●�

多
賀
地
区
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
回
）

　

補
正
総
額
は
２
１
２
８

万
７
０
０
０
円
を
減
額
し
、

総
額
は
６
３
３
１
万
９
０
０

０
円
で
す
。

●
井
手
町
監
査
委
員

�

奥
田　

俊
夫　

氏

専
決
処
分

同
意
案
件

新
し
い
議
会
構
成

５
月
臨
時
会

い
で
た
ん
が
聞
く

ー　 　 ー5

令和8年5月臨時会　議案・議決結果一覧表

５
月
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

５
月
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

審議結果等は次の通りです。（〇＝賛成　×＝反対　―＝欠席または退席）　＊脇本尚憲議長は、採決に加わっておりません。

議案番号 件　　　　名 議決年月日 議決の結果

議　　員　　名
鶴
田
慶
祐

中
谷
祥
彰

岩
田
幸
子

加
賀
山
睦

木
村
健
太

谷
田
健
治

鎌
田
隆
宏

田
中
保
美

奥
田
俊
夫

議案第32号 井手町監査委員選任につき同意を求める件
令和8年
� 5月1日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第 3 号 専決処分の報告について（井手町税条例）
令和8年
� 5月1日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第 4 号 専決処分の報告について（井手町都市計画税
条例）

令和8年
� 5月1日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第 5 号 専決処分の報告について（井手町国民健康保
険税条例）

令和8年
� 5月1日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

報告第 6 号 専決処分の報告について（7一般会計補正予
算（第9回））

令和8年
� 5月1日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第 7 号 専決処分の報告について（7多賀簡水特会補
正（第3回））

令和8年
� 5月1日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第 8 号 繰越計算書について（7水道事業会計）
令和8年
� 5月1日 報　　告

報告第 9 号 繰越計算書について（7下水道事業会計）
令和8年
� 5月1日 報　　告

発議第 2 号 交通対策特別委員会設置に関する決議
令和8年
� 5月1日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第 3 号 議会活性化特別委員会設置に関する決議
令和8年
� 5月1日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５
月
臨
時
会

▼
新
し
い
監
査
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

�　

５
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
５
月
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
の
報
告
５
件
と
同
意
案
件
１
件

を
審
議
し
ま
し
た
。
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いでたん

取材協力ありがとうございました！！

新米記者いでたんが町に出かけて、まちのこといろいろ聞いてみます。
今回は令和７年６月から事業関係の参与に就任された

山之江 亨さんにお話を聞きました！
お仕事のこと・個人的なこと、
いろいろ聞いてみました！

やまのえ とおる

　大学卒業後、京都府の土木職として、道路や河川、
下水道など、地域の暮らしと安全の基盤となるイン
フラ整備に長年携わってきました。加えて、ごみ処理
施設の建設といった環境行政や、次世代基幹物流施
設の誘致による産業振興、さらには「お茶の京都
DMO」における観光まちづくりなど、ハード・ソフト両
面から多岐にわたる業務を経験しました。

これまでにどのようなお仕事をされてきましたか。
　　　

皆さま、いつも町づくりにご協力いただきありがと
うございます。これからも皆さまと力を合わせて、安
全で暮らしやすく、魅力ある町をつくっていきたいと
思います。どうぞよろしくお願いいたします。

町民の皆さんに向けての挨拶をお願いします。

京都市内や奈良からのアクセスが良いというポテ
ンシャルもさることながら、一歩足を踏み入れれば広
がる豊かな自然があるところです。身近に流れる水の
清らかさ、そして四季折々の表情。こうした「心豊かな
暮らしを支える環境」が当たり前のように存在してい
ること自体が、井手町の強みではないでしょうか。

他の自治体にはない井手町の強みは何だと思われますか。
こっそり聞きました・・・山之江参与はどんな人？

●好きな食べ物は・・・デコポン、ツナマヨ

●座右の銘は・・・無為自然

●休日の過ごし方は・・・だらだらと

●趣味は・・・ドラム演奏

●特技は・・・寝つきが良い（うるさい場所でも寝れます）

今後、井手町がどのような町になって欲しいと考えておられ
ますか。また、何か良いアイデアがあれば教えてください。

自然と歴史を慈しみ、誰もが安心・安全に暮らせ

る町。そして何より「住民が誇りを抱き、子どもたち

が戻りたくなる町」であり続けることが願いです。そ

の実現に向け、さまざまな分野を横断的に捉え、10

年後、20年後の井手町を見据えた持続可能なまち

づくりの取組が重要だと思います。

事業担当の参与として、道路や上下水道といった
日々の暮らしの『当たり前』を守りながら、農林業や商
工、都市計画といった町の活力を生み出す事業など、
分野を横断して様々な業務に取り組んでいます。

日々どのような業務に取り組まれていますか。
　　　

実際に井手町で働かれてみて、印象が変わった
ところは何かありますか。

外から見ていた時は「自然豊かで穏やかな町」

という印象でしたが、中に入ってみると、町民の皆

さんの地域に対する深い愛着や、温かい人情味に

驚かされました。

参与を引き受けられた決め手は何ですか。

これまでの経験を、より地域に密着して活かせる

環境で働きたいと考えたことが大きな理由です。

新
し
い
議
会
構
成

５
月
臨
時
会

い
で
た
ん
が
聞
く
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い
で
た
ん
が
聞
く


